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   課題解決への貢献が期待できるトピック

「⾃分の⾝体」の認識にさえ多様性がある
ということが共通理解（常識）になる

◎「⾃分の⾝体」の認識さえ、⼈それぞれで、変化もする！
⼼理学などの分野では、簡単な実験操作を受けるだけで「⾃分の⾝体」の認識
が変わる錯覚を体験する⼈がいることが知られていますが、その効果には当然
個⼈差があり、体験しない⼈もいます。
「⾃分の⾝体」という常に⼀番⾝近にあるものでさえ、認識は⼈それぞれで、
同じ⼈の中でも変わっていくようです。

◎ もし将来、⾝体⾃体が多様化したら、⾝体の認識は……
そう遠くない将来、「⾃分の⾝体」を選んだりカスタマイズしたりできる社会
が来るかもしれません。ヴァーチャルな空間では、既に可能でしょう。
物理的な意味で⾝体が多様化した社会では、⾝体の認識の多様性も⼀層増して
いくでしょう。

未来社会のあるべきかたち

これまでに取り組んだ研究
⾝体の認識の個⼈差と関わる脳の特徴を探るねらい
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「⾃分の⾝体」の認識が変わりやすい⼈の
脳活動レベルでの特徴が⽰唆されました。

「⾃分の⾝体」を認識する仕組みを神経科学
的に解明する⼀助になったと考えています。

⾝体の認識の錯覚
を引き起こす実験

脳画像の撮像（fMRI）
と活動パターンの分析

安全に記録した脳の精細な３D画像
データを⽤いて脳活動のパターンを
分析することで、⼼理学実験中の脳
の様⼦を詳細に調べることが可能
です。

⾮同期の刺激によって、画⾯に映った
本物の⼿（図では  のほう）が⾃分
⾃⾝の⼿ではないかのように感じる⼈
がいます。
特定の質問への評定などで錯覚の強さ
や⽣じやすさを測ります。

これから取り組みたい研究
⾝体の認識がコミュニケーションで変わる
過程を描き出す

脳からコミュニケーションへ
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⾝体錯覚の実験中のコミュニケーション
（質問紙への評定回答）に焦点をあてて、
⾝体の認識にさえコミュニケーションが
重要な役割を果たす可能性にアプローチ
していきたいです。

活動パターンの共通性
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左の運動前野という脳部位の活動パターンが
触覚と運動で共通な⼈ほど、錯覚が⽣じやすい結果

黄：錯覚が生じやすそうな人
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